
    

  

  

  

  

    

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

日 時：１０月２８日（土） １０：００～１１：００ 

講 師：久保田 麻紀氏 （戸塚スポーツセンター所長）  

内 容：座りながら体操、何かをしながら体操 

持ち物：飲み物・室内履き（スリッパ不可） 

定 員：先着２０名 

対 象：どなたでも 

費 用：無料 

動きやすい服装で 

お越しください。 

 

 

下倉田地区社会福祉協議会・下倉田地域ケアプラザ共催事業 

座り「ながら」 

何かをし「ながら」 

出来る体操です。 

楽しく体を 

動かしましょう～ 

ケアプラザ来館の際には、事前検温を行い、マスクの着用、上履きのご持参にご協力をお願いいたします。 

 
 

各事業のお申込みは・・・ 

下倉田地域ケアプラザ 電話番号：０４５－８６６－２０２０ 
講座のお申込み時に頂く個人情報は適切に管理し、目的以外での使用はいたしません。 

 

 

 
 

 

 

 

地域の誰もがゆったりと過ごせる場所としてサロンを実施しています。 
認知症の方でも障害のある方でもどなたでもご参加いただけます。過ごし方自由、出入り自由です。 
 
日 程：毎月第３土曜日 次回 10月 21日  時 間：9：30～11：20 
場 所：下倉田地域ケアプラザ  内 容：折り紙、将棋など 
対 象：どなたでも   申 込：不要 
費 用：１００円（飲み物代） 
  「アランチャ」はイタリア語でオレンジという意味です。認知症の普及啓発のシンボルカラーがオレンジ色という事から由来しています。   

 

 

 

 

緑茶、紅茶も準備しています 

詳細は、次号をご確認ください。 

日 付 ：１０月１１日（水） 
時 間 ：１０：００～１１：００※しゃぼん玉実施時間 

（ハートぽっぽ：開催時間９：３０～１１：３０） 
場 所：下倉田地域ケアプラザ 
参加費：無料      ※当日直接おこしください。 
対 象：未就園児とその親（きょうだいは未就学児も可又保育園児も可） 

共 催：下倉田社会福祉協議会・下倉田地域ケアプラザ 

 

 

ハートぽっぽ 

次
回
は
タ
ヌ
キ
を

折
り
ま
す
！ 



  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

日 月 火 水 木 金 土

10月1日 10月2日 10月3日 10月4日 10月5日 10月6日 10月7日

10月8日 10月9日 10月10日 10月11日 10月12日 10月13日 10月14日

10月15日 10月16日 10月17日 10月18日 10月19日 10月20日 10月21日

10月22日 10月23日 10月24日 10月25日 10月26日 10月27日 10月28日

10月29日 10月30日 10月31日 11月1日 11月2日 11月3日 11月4日

リユースの会
11:00～

楽今日サロン
９：３０～

（かぎ編・麻雀・囲碁・将棋）

ハートぽっぽ
９：３０～

サロンはなだて
１０：００～

アランチャ
９：３０～

遊び場しゃべり場
ほっとﾀｲﾑ１０：００～

遊び場しゃべり場
ほっとﾀｲﾑ１０：００～

休館日

遊び場しゃべり場
ほっとﾀｲﾑ１０：００～

ラジオ体操
１３：３０～

貸し館予約開始
電話受付
９：００～
ラジオ体操
１５：３０～

遊び場しゃべり場
ほっとﾀｲﾑ１０：００～

 
 

・戸塚駅東口②番乗場から「見晴橋」行き 

バス停「下倉田花立」下車徒歩５分 

※ 車でのご来所はご遠慮ください 

 

 

横浜市下倉田地域ケアプラザ 
〒２４４―０８１５ 

横浜市戸塚区下倉田町１９５１―８ 

ＴＥＬ ０４５―８６６―２０２０(代表) 

ＴＥＬ ０４５―８６６―２０６３(相談専用) 

ＦＡＸ ０４５―８６０―０２００ 
E - m a i l：  s h i m o - t i i k i @ h i r a k u k a i c p . o r . j p  
U R L：  h t t p : / /w ww . h i r a k u k a i c p . o r . j p/ 
 

※当面の間、貸し館の予約は電話受付で行います。 

 

 
 

 

 

 

１０月の作品展示は地域の方の 
「似顔絵」作品展です。 

展示期間：１０月１日（日）～１０月２８日（土） 
展示場所：下倉田地域ケアプラザ１F 
  

 

毎月のカレンダーについて 緑の字→直接来館 OK   黒い字→事前申し込み制 

 

 

 
 

 

 

 

 

皆様、がんを予防できるワクチンについてご存知でしょうか？それは、子宮頸がんに対する

ワクチンです。日本では毎年約 11000 人の女性が子宮頸がんにかかり、毎年約 2900 人の女性

が命を落とします。20代以降の若い女性に増えていて、子供を残して亡くなるお母さんのケー

スが多いことから、「マザーキラー」とも呼ばれます。子宮頸がんの原因については、ヒトパ

ピローマウイルス（HPV）というウイルスが性交渉によって子宮頸部に感染し、感染した女性

の一部でがん化するためです。この HPVの感染を防いでくれるのが HPVワクチンです。 

2006年より欧米で使用が開始され、日本でも 2009年 10月より「ＨＰＶワクチン＝子宮頸がんワクチン」として

接種が始まり、2013年 4月より定期接種化されました。しかし、世界的には日本だけが接種率が低いままでした。

その理由は、子宮頸がんワクチンの定期接種後に生じた副反応がクローズアップされ、2013 年６月より定期接種が

中断されたためでした。この副反応とワクチンとの因果関係を調べる目的で行われた名古屋スタディでは、中学 3

年生〜大学 3 年生の女性約 7 万人を対象にアンケートを実施し、月経不順、疼痛、倦怠感、記憶障害、歩行困難、

四肢の脱力を含む 24の症状に関してワクチン接種者と非接種者とで比較したところ、症状発現に差はなく、ワクチ

ンとの因果関係は示されませんでした。これを受けて現在日本でも、小学校６年生から高校１年生の女の子を対象

に、再び定期接種として無料で受けることができるようになりました。 

2013年 6月から現在に至るまで国が HPVワクチン接種を差し控えたことにより、1997〜2007年に生まれた女性が

子宮頸がんワクチンを打ち損ねた女性とされています。最近の研究では、日本がＨＰＶワクチン定期接種を再開さ

せると、この世代の女性のうち約 15000人の発症と約 3000人の死亡を防ぐことが可能と推測されています。そのた

め、この世代の女性に対するＨＰＶワクチン接種についても、キャッチアップ接種として、公費負担により無料で

受けられるようになりました。 

皆様、若い世代の女性が将来子宮頸がんにかかって苦しまないよう、対象の世代の女性の方が身近にいらっしゃ

れば、この接種についてお伝えいただくとともに、接種を前向きに考えてみてもらってはいかがでしょうか？ 

 

 

 
 

 

 

 

横浜南まほろば診療所 
院長 山田 英人 先生 

ケアプラザでは、随時個人の方のボラン
ティア活動をお待ちしています。 
 
・２階 デイサービスの、お茶出し 

ドライヤーかけ 
・１階 調理室のお盆磨き  など 
 
※上記ボランティア活動は、シニアボランテ
ィアポイントの対象です。カードを持って
いるけどボランティア活動をしていない方
など、ぜひご連絡ください。 

  
 


